令和７年度 第２回行橋市男女共同参画審議会　会議録
	日
	令和8年2月25日（水）
	出席者
	委員　5名
（竹中会長、目原委員、三田井委員、中村委員、三輪委員）
事務局4名
（池上課長、瀧頭係長、壹岐島、
松本センター長）

	時
	10：00～12：00
	
	

	場所
	行橋市男女共同参画センター
”る～ぷる‟　研修室ＡＢ
	
	



	議題

	１．開会　

２．議事
（1）第3次行橋市男女共同参画プラン後期計画に係る進捗状況の報告について
（2）その他

３．閉会



	会議内容

	※会議資料は事前送付
１．開会
２．議事
議事（1）第3次行橋市男女共同参画プラン後期計画に係る進捗状況の報告について
・プランの進捗状況をまとめた資料（別添）をもとに進捗状況を瀧頭係長より報告を行った。
（報告に関する質問）
委員：（各所管の評価の仕方について）A～C2まであるが、その根拠は？
事務局：実施の可否、実施状況についても所管課の判断による。
委員：設定した数値目標の達成以外にも、本市の目指すベンチマーク都市を設定
するなどの比較対象を立てて、評価をしていく必要があると思うがどのように考
えるか。
事務局：現在実施できていないが、今後の比較検討を行う上で他市の事例等は注視
していく。
〈基本目標Ⅰに対して〉
委員：学校教育の場面で男女共同参画や人権について教える立場であるが、研修で
こういった内容を学習する機会があり勉強になった。引き続きやっていただけると
助かる。
委員：センター長が出前講座を行ったようだが反響はどうだったか。
事務局：今川公民館に出向いて実施。老人会、婦人会、各区の区長会、女性学級
総勢で70名ほどにご来場いただいた。「言葉の力」をテーマに講演をし、皆さんに
熱心に聞いていただけた。
〈基本目標Ⅱに対して〉
委員：女性目線での避難所運営について、市内15か所の1次避難所に女性職員を配
置したとあるが、知らいない人が多いのでより広報してほしい。トイレのことや生
理のことなど女性特有の困りごとは多い。ちゃんと女性職員を置いていることを広
報してほしい。
事務局：防災担当に伝達する。
委員：新区長への男女共同参画等の広報および啓発を行ったことはうれしいこと。
まだ意識がない方もいるので
委員：審議会の女性委員割合が目標の40％に対して35.3％で下回っている。しかし、
令和5年次と比較し増加傾向にあることは努力が伺える。女性管理職数が13.5％で
目標の15％を下回っており、令和5年と比較しても下がっている。
事務局：男女比は事務職だけでみると女性が40％程度である。均等に成長すれば4
割を超えるはずである。
委員：女性リーダー育成は課題である。4名の職員さんへインタビューしたが、あ
えてリーダーにならないことを選んでいるほうが多かった。環境さえ整えばリーダ
ーになるわけではないことがわかった。
事務局：リーダーを目指す人材が減っていることは男女問わない状況である。管理
職の割合については年度ごとに注視していく必要がある。
委員：育児休業取得の男性職員は44.4％と高い水準にある。しかし、母数が9と少
なく、数値は乱高下する可能性があるため注視したい。
事務局：例年そのような傾向がある。取得の如何ではなく、取得理由や不取得理由
の把握をするように、総務課へ掛け合っている。
委員：育児休業取得者数の定義について、見直しの検討をしてもいいのではないか。
カウント条件を不必要に上げる必要はないのではないか。
委員：行政が高い取得率を示せなければ民間はついてこない。
事務局：育児休業取得者数カウント定義については参考にしたい。
〈基本目標Ⅲに対して〉
委員：ワークライフバランスや多様な働き方の呼びかけをしているが、市民に実態
調査のアンケートは取っているか。
事務局：計画策定時に取っている。
委員：引き続きモニタリングをしていくことを求める。
委員：出張就職相談の利用がないが原因をどう考えるか。
事務局：予約制であることや対面であることが敷居を挙げているものと思われる。
委員：今はAI利用など相談の枠組みも変わってきている。時代背景に合わせた事業
を展開できるとなおよいと思う。
委員：教育訓練給付実績があるが、これはどういったものか
事務局：高等職業訓練促進給付金として月10万程度をひとり親が就職する際に有利
となる資格取得を支援するものである。
〈基本目標Ⅳに対して〉
委員：デートDVはまだ知られていない。チラシなどで積極的に啓発してほしい。

議事（2）その他
　　・進捗状況の公表について、本会議録が承認されたのちHPにて公開する旨を説明。
　　・3月の国際女性デーにあわせて、行橋市で活躍する女性を特集し市報にて掲載。本特集に竹中会長より寄稿いただいたことを報告。
　３．閉会
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